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井戸端市民通信６
８ 市役所からお知らせ

確定申告の日程
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日赤・婦人会館跡地に

自宅で採れた栗や豆、きのこを入れた炊き込みご飯。アツ
アツでおいしそう！(優秀農家表彰を受けた石井ミオ子さん)
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中
通
一
丁
目
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
は
、「
千
秋
公
園
と
一
体
と

な
っ
た
街
な
か
オ
ア
シ
ス
」
を
開

発
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
日
赤
・
婦
人

会
館
跡
地
な
ど
に
文
化
と
交
流
の

拠
点
形
成
を
め
ざ
す
事
業
で
す
。

秋
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画(

注)

の
中
心
的
個
別
事
業
と

し
て
行
わ
れ
、
再
開
発
組
合
が
施

行
者
と
な
っ
て
、
商
業
施
設
、
新

県
立
美
術
館
、
駐
車
場
、
住
宅
、
に

ぎ
わ
い
交
流
館
、
広
場
を
整
備
し
、

そ
の
う
ち
市
で
は
、
に
ぎ
わ
い
交

流
館
、
駐
車
場
、
広
場
を
取
得
す

る
予
定
で
す
。

に
ぎ
わ
い
交
流
館
は
、
市
民
の

芸
術
・
文
化
活
動
、
学
生
な
ど
の

交
流
を
目
的
に
、
中
心
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
る
地
上
４

階
、
地
下
１
階
の
施
設
で
す
。
敷

日日
赤赤
・・
婦婦
人人
会会
館館
跡跡
地地
にに
「「
秋秋
田田
市市
にに
ぎぎ
わわ
いい
交交
流流
館館
」」

市
民
活
動
の
場

に
ぎ
わ
い
交
流
館

※基本設計段階の完成予想図です。今後、詳細を検討していく過程で
各施設の内容に変更が生じる場合があります。

にぎわい交流館

新県立美術館

商業・駐車場棟

住宅棟

▼

建設予定地の日赤・婦人会館跡地

中
通
一
丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
が
実
施

す
る
、
日
赤
跡
地
な
ど
の
再
開
発
事
業
。
整
備
予
定

の
施
設
の
う
ち
、
市
が
取
得
す
る
「(

仮
称)

秋
田
市

に
ぎ
わ
い
交
流
館
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各各施施設設のの

相相互互作作用用
にによよっってて

ににぎぎわわいい
をを創創出出

広小路

(

注)

秋
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
…
秋
田
駅
周
辺
か
ら
通
町
ま

で
の
約
119
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
中
心
市
街

地
に
設
定
し
、「
千
秋
公
園
と
連
携
し

た
城
下
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
に
40
の
個
別
事
業
で
構

成
さ
れ
た
計
画
。
平
成
20
年
７
月
に

内
閣
総
理
大
臣
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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研修室…研修、ミーティングなど
和室…茶道、華道、着付けなど
屋上庭園
●特長…利用率の高い小部屋を整備

４階

多目的ホール…演劇、文化発表、講演など
多目的室…音楽練習、舞踏
練習、リハーサル室など
●特長…防音機能を完備

展示ホール…各種の展示、講演など
アート工房…絵画や工芸などの制作、
指導講習
ギャラリーラウンジ
●特長…静かな空間や照明・水回りを完備 ２階

まち発見ステーション…リーフレットや情報端
末を利用した街歩き支援、市の文化や魅力紹介
学生コミュニケーションサロン…社会活動、国
際交流、就職活動支援、学習などの拠点
キッズアートルーム…未就学児から小学校低学
年までを対象とした文化芸術活動の場
映像工房…文化活動の記録作成、映像作品の制作
●特長…無料で利用可能 １階

中通一丁目地区市
街地再開発組合の
高橋一広理事長

再開発組合では、平成24年春
の再開発施設のオープンに向け
て、権利変換計画の作成や実施
設計、関係者との協議・調整を
懸命に行っているところです。
これまで長年にわたり空き地

だった場所が再開発事業により、
千秋公園と一体となった「街な
かオアシス」として生まれ変わ
ります。中心市街地が再び「秋
田の顔」として市民に愛され、
にぎわいのある場所となるよう、
微力ながらその役割の一端を担
っていきたいと思います。

地
面
積
は
約
２
千
300
㎡
、
延
べ
床

面
積
は
約
５
千
200
㎡
で
す
。
東
側

を
除
く
３
面
の
壁
は
ガ
ラ
ス
張
り

で
、
北
側
す
べ
て
の
階
か
ら
千
秋

公
園
の
美
し
い
風
景
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

１
階
は
ま
ち
歩
き
の
出
発
点
と

し
て
、
ま
た
、
文
化
活
動
の
発
表

や
学
生
な
ど
の
交
流
の
場
と
し
て

の
機
能
が
中
心
で
す
。
さ
ら
に
住

民
票
や
戸
籍
の
証
明
が
と
れ
る
自

動
交
付
機
を
設
置
す
る
ほ
か
、
各

種
相
談
の
受
け
付
け
や
時
期
に
応

じ
て
出
張
手
続
き
窓
口
を
開
設
す

る
な
ど
、
市
役
所
の
窓
口
機
能
も

果
た
し
ま
す
。
２
階
に
は
展
示
ホ

ー
ル
や
ア
ー
ト
工
房
を
設
け
、
商

業
・
駐
車
場
棟
と
渡
り
廊
下
で
結

び
、
展
示
物
を
駐
車
場
か
ら
館
内

に
直
接
運
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
３
階
・
４
階
は
、
多
目
的
ホ

ー
ル
や
会
議
室
、
和
室
な
ど
が
あ

り
、
館
全
体
を
市
民
活
動
の
場
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
交
流
館
な
ど
の
各
施

設
は
今
年
の
秋
こ
ろ
か
ら
建
設
工

事
が
始
ま
り
、
平
成
24
年
３
月
の

完
成
、
４
月
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し

ま
す
。
市
で
は
国
か
ら
の
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
て
に
ぎ
わ
い
交
流

館
を
取
得
し
、
取
得
後
は
指
定
管

理
者
制
度
を
適
用
し
て
、
民
間
企

業
な
ど
の
団
体
に
管
理
運
営
を
委

託
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

■
に
ぎ
わ
い
交
流
館
に
つ
い
て

市
勢
活
性
化
推
進
本
部

☎(

８
６
６)

２
０
２
８

■
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

中
通
一
丁
目
地
区
市
街
地
再
開

発
組
合
☎(

８
３
２)

１
０
１
１

←お堀側(北側)

３階

広報あきた 平成22年１月15日号03



【
競
技
団
体
推
薦
】

関
冨
雄(

秋
田
市
陸
上
競
技
協
会
公
認
審

判
員)

猪
股
義
雄(

秋
田
市
銃
剣
道
連
盟

事
務
局
長)

鎌
田
稔
千(

秋
田
市
ア
マ
チ

ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
協
会
副
理
事
長)

土
田
由
仁(

秋
田
市
柔
道
連
盟
副
会
長)

【
地
区
体
育
協
会
推
薦
】

根
田
征
夫(

明
徳
地
区
体
育
協
会
副
会
長)

佐
藤
満
子(

保
戸
野
地
区
体
育
協
会
顧
問)

糸
田
俊
男(

泉
学
区
体
育
協
会
理
事
長
兼

事
務
局
長)

佐
藤
弘
子(

勝
平
地
区
体
育
協
会
参
与)

【
競
技
団
体
推
薦
】

上
村
弘
子(

秋
田
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

審
判
委
員
長)

渡
辺
鐵
哉(

秋
田
市
弓
道

連
盟
顧
問)

奈
良
薫(

秋
田
市
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
秋
田
市
少
年
部
会

前
委
員
長)

【
地
区
体
育
協
会
推
薦
】

唐
津
谷
肇(

土
崎
南
小
地
区
体
育
協
会
前

副
会
長)

田
中
満
子(

土
崎
小
地
区
体
育

協
会
副
会
長)

野
沢
田
鶴
子(

明
徳
地
区

体
育
協
会
常
任
理
事)

佐
藤
昇
悦(

桜
小

地
区
体
育
協
会
理
事
長)

保
坂
富
士
夫

(

飯
島
地
区
体
育
協
会
副
会
長)

鈴
木
善
孝

(

川
添
地
区
体
育
協
会
前
会
長)

さ
ん

宮
本
和
子
さ
ん

(

港
北
地
区
体
育
協
会
副
会
長)

【
競
技
団
体
推
薦
】

【
地
区
体
育
協
会
推
薦
】

旧
雄
和
町
体
育
協
会
の

役
員
と
し
て
組
織
の
発

展
に
寄
与
し
、
市
町
合

併
時
に
は
協
会
の
体
制

作
り
に
そ
の
手
腕
を
発

揮
し
ま
し
た
。

伊
藤
護
朗

(

財
団
法
人
秋
田
市
体
育
協
会
副
会
長)
さ
ん

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
指
導
に

尽
力
さ
れ
た
か
た
が
た
で
す

選
手
の
育
成
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
振
興
な
ど
に
貢
献
さ
れ

た
か
た
が
た
で
す

普及
振興賞

普及
活動賞

(

以
下
敬
称
略)

地
区
体
協
設
立
当
初
か

ら
組
織
の
発
展
に
寄
与
。

強
い
指
導
力
で
婦
人
参

画
の
門
戸
を
広
げ
る
な

ど
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
に
貢
献
し
ま
し
た
。

秋
田
わ
か
杉
大
会
フ
ッ
ト

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
競
技
委
員

長
。
日
ご
ろ
か
ら
メ
ン
タ

ル
指
導
な
ど
に
尽
力
し
、

ス
ポ
ー
ツ
全
般
の
振
興
に

貢
献
し
ま
し
た
。

功労賞
細
田
修
一

(

秋
田
市
柔
道
連
盟
会
長)

さ
ん

杉
原
義
雄
さ
ん

(

秋
田
市
中
学
校
体
育
連
盟
会
長)

連
盟
の
役
員
と
し
て
全

県
・
東
北
・
全
国
規
模
の

大
会
運
営
に
尽
力
す
る

と
と
も
に
、
組
織
の
強

化
と
普
及
・
振
興
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

競
技
力
の
向
上
と
組
織

の
充
実
、
発
展
に
寄
与
。

秋
田
県
体
協
や
秋
田
市

体
協
の
副
会
長
も
務
め
、

中
学
生
の
健
全
育
成
に

尽
力
し
ま
し
た
。

【
秋
田
市
体
育
協
会
推
薦
】

秋秋
田田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

秋田市スポーツ賞は、スポーツ振興に功績があった
かたや各種スポーツ大会で優秀な成績を収めたかたに
秋田市体育協会から贈られます。平成21年度は271人、
22団体が受賞しました。おめでとうございます！

(財)秋田市体育協会☎(896)5331

長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
深
い

理
解
と
熱
意
を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
・
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
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新
体
操
　
七
尾
真
結
・
深
瀬
菜
月(

秋
田

東
中
学
校)

陸
上
競
技

長
谷
川
裕
貴(

城
南
中
学
校)

相
馬
絵
里
子(

秋
田
和
洋
女
子
高
校)

剣
道

掛
田
彩
華(

秋
田
明
徳
館
高
校)

第
40
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

剣
道
大
会
女
子
団
体
秋
田
県
選
抜
チ
ー

ム
　
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
剣
道
部

レ
ス
リ
ン
グ

栗
森
幸
次
郎
・
大
坂

昴
・
加
賀
谷
庸
一
朗(

秋
田
商
業
高
校)

吉
田
剛(

明
桜
高
校)

秋
田
商
業
高
校
レ

ス
リ
ン
グ
部

水
泳
　
小
林
明
日
香(

秋
田
商
業
高
校)

柔
道
　
奈
良
貴
司(

秋
田
明
徳
館
高
校)

石
井
優
花(

秋
田
北
高
校)

高
橋
寿
正

(

秋
田
県
警
察
本
部
機
動
隊)

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
　
秋
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
フ

ェ
ン
サ
ー
ズ(

中
学
生
女
子
サ
ー
ブ
ル
・

フ
ル
ー
レ)

秋
田
県
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協

会
チ
ー
ム(

中
学
生
男
子
エ
ペ
・
女
子
エ

ペ)

秋
田
聖
霊
女
子
短
期
大
学
付
属
高

校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
　
第
64
回
国
民
体

育
大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
秋
田
県
少

年
男
子
チ
ー
ム

硬
式
野
球
　
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校

硬
式
野
球
部

レ
ス
リ
ン
グ

杉
田
健
吾(

秋
田
市
役
所)

織
山
昭
仁(

城
東
消
防
署)

秋
田
市
役
所

レ
ス
リ
ン
グ
部

新
体
操
　
深
瀬
菜
月
・
七
尾
真
結(

秋
田

東
中
学
校)

柔
道
　
秋
田
大
学
柔
道
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋

田
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
　
秋
田

銀
行
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

陸
上
競
技

小
松
彩
香(

県
立
聾
学
校)

田
口
大
　
池
田
正
　

卓
球

福
岡
健
太
・
友
利
高
侑(

県
立
聾

学
校)

平
山
勇

中
嶋
広
憲

長
澤
善
二

小
林
恒
子
　
平
山
リ
サ
　
中
嶋
英
子

佐
々
木
宏
美
　
志
田
悠
子
　
松
橋
勝
見

一
関
国
雄
　
白
瀬
廣
子
　
堀
川
勇
　
煙
山

百
合
子

水
泳

小
松
明
子
　
柳
原
淳

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

伊
藤
司

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第
９
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
男
子
・
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
　

体
操
　
天
野
寿
希
斗(

下
北
手
小
学
校)

遠
藤
芽
生(

御
所
野
小
学
校)

若
狭
天
太

(

太
平
中
学
校)

新
体
操
　
松
井
香
菜
子(

寺
内
小
学
校)

深
瀬
菜
月
・
七
尾
真
結(

秋
田
東
中
学
校)

水
泳
　
工
藤
千
遥(

中
通
小
学
校)

菅
原
優
希(

大
住
小
学
校)

石
井
亨(

御

野
場
中
学
校)

三
浦
遼(

城
南
中
学
校)

柴
田
莉
旺(

山
王
中
学
校)

秋
田
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
水
泳
チ
ー
ム(

女
子
200

㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
・
200
㍍
リ
レ
ー
、

男
子
400
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー)

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
　
安
部
克
啓(

仁
井
田
小

学
校)

高
橋
優
月(

外
旭
川
小
学
校)

秋
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
サ
ー
ズ(

小
学

生
女
子
サ
ー
ブ
ル
・
フ
ル
ー
レ)

秋
田
市
ア
シ
ッ
ク
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ

ブ(

小
学
生
男
子
フ
ル
ー
レ)

レ
ス
リ
ン
グ

佐
藤
旭
・
佐
藤
聖
華(

高

清
水
小
学
校)

星
野
美
月(

東
小
学
校)

佐
藤
昂
大
・
佐
藤
奎
太
・
鈴
木
花
奈
・

鈴
木
里
奈(

桜
小
学
校)

石
井
元
紀(

保

戸
野
小
学
校)

木
谷
颯
人
・
木
谷
柊
斗

(

八
橋
小
学
校)

鈴
木
勇
人(

飯
島
南
小

学
校)
山
田
修
太
郎
・
樽
田
航
太(

旭
北

小
学
校)

塚
田
京(
明
徳
小
学
校)

桑
原

真
諭(

土
崎
小
学
校)

後
藤
大
河(

港
北

小
学
校)

渡
辺
ゆ
う
き
・
吉
川
航
平(

城

東
中
学
校)

多
胡
島
伸
佳(

桜
中
学
校)

柔
道
　
近
藤
駿(

御
野
場
中
学
校)

御
野
場
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団(

小
学

生
、
中
学
生
男
子)

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
秋
田
北
中

学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

栄
光
賞
以
外
の
全
国
大
会
で

３
位
以
上
の
成
績
を
収
め
ま
し
た

身
体
に
障
害
が
あ
る
か
た
の
全

国
大
会
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
全
国
大
会
で
３
位
以
上
の
成

績
を
収
め
ま
し
た

小
学
生
が
全
国
大
会
で
３
位
以

上
、
小
・
中
学
生
が
東
北
大
会
で

１
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た

国
体
や
全
国
高
校
総
体
な
ど
の

全
国
大
会
で
３
位
以
上
の
成
績

を
収
め
ま
し
た

栄光賞

優良賞 優秀賞

奨励賞

秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

２
月
５

日
(金)
午
後
４
時
15
分
か
ら
、
秋
田
キ
ャ

ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。

講
演
会
・
祝
賀
会
「
講
話
と
交
歓
の
夕
べ
」

表
彰
式
の
後
に
同
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。

日
本
人
女
性
初
の
Ｋ
２
登
頂
者
で
、
秋

田
県
民
栄
誉
賞
、
秋
田
ふ
る
さ
と
市
民

賞
を
受
賞
し
た
小
松
由
佳
さ
ん
の
講
演

「
山
に
生
か
さ
れ
て
〜
い
く
つ
も
の
山
を

越
え
て
」(

午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分)

と
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー(

午
後
６
時
30
分
〜

８
時)

。
参
加
費
は
７
千
円(

飲
食
代
含

む)

で
す
。
祝
賀
会
の
参
加
申
し
込
み
は
、

１
月
22
日
(金)
ま
で
、
(財)
秋
田
市
体
育
協

会
へ
ど
う
ぞ
。
☎(

８
９
６)

５
３
３
１小松由佳さん
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読
者
の
伝
言
板

月　刊

読者のみなさんのページです。
17ページに掲載している広報ク
イズの答えと一緒に、気ままな
ひとこと、ちょっと言いたいひ
とことを、お待ちしています。

●
ま
た
雪
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
ふ
だ
ん
、
朝
・
夕
の
あ
い

さ
つ
程
度
の
ご
近
所
の
か
た
た
ち

も
、
大
雪
と
も
な
る
と
出
て
来
て

く
だ
さ
り
、
い
つ
の
間
に
か
道
が

き
れ
い
に
な
っ
た
り
、
い
つ
の
間

に
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

に
な
っ
た
り
、
本
当
に
雪
か
き
は

感
謝
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す(

北
嶋

時
子
さ
ん
　
65
歳
・
外
旭
川)

●
関
西
よ
り
秋
田
に
引
っ
越
し
て

き
て
丸
１
年
で
す
。
雪
に
た
だ
た

だ
び
っ
く
り(

み
の
た
ん
の
ま
ま

さ
ん
　
32
歳
・
泉)

●
雪
で
道
幅
が
狭
い
所
へ
の
路
上

駐
車
は
本
当
に
迷
惑
な
の
で
す
ぐ

や
め
て
ほ
し
い
で
す(

ス
ノ
ー
ダ

ン
プ
さ
ん
　
土
崎)

●
除
雪
作
業
に
追
わ
れ
る
毎
日
。

道
路
は
渋
滞
す
る
し
、
大
人
に
な

っ
て
か
ら
雪
は
厄
介
な
も
の
と
し

か
思
え
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
３
歳
に
な
る
息
子
と
一
緒
に

雪
遊
び
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
「
雪
国
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た

な
ぁ
」
と
実
感
し
て
い
ま
す(

ゆ
き

だ
る
ま
ん
さ
ん
　
31
歳
・
桜
台)

●
例
年
冬
に
な
れ
ば
太
り
出
す
。

完
全
に
運
動
不
足
。
適
当
に
雪
が

降
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
。
適
度
な

運
動
に
な
る
。
冬
将
軍
様
、
他
人

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度
に
降
雪

お
願
い
し
ま
す
。
…
と
勝
手
な
こ

と
を
言
っ
て
る
一
般
市
民

(turisuki58

さ
ん
　
66
歳
・
南
通)

●
新
イ
ソ
ッ
プ
号
誕
生
お
め
で
と

う
！
　
い
つ
も
イ
ソ
ッ
プ
号
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
12
月
４
日
に
４

代
目
に
お
目
に
か
か
り
、
カ
ラ
フ

ル
で
広
さ
に
び
っ
く
り
。
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た(

ひ
ろ
こ
さ
ん

72
歳
・
土
崎)

●
12
月
12
日
、
孫
４
人
を
連
れ
て

中
央
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア
に
遊
び
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
「
チ

ャ
ン
バ
ラ
交
流
大
会
」
が
行
わ
れ

て
い
た
の
で
、
孫
４
人
が
参
加
し
、

全
員
賞
状
を
い
た
だ
い
て
大
変
楽

し
か
っ
た(

牛
島
南
み
つ
こ
ば
あ

さ
ん
　
62
歳
・
牛
島)

●
町
の
取
り
組
み
で
医
療
費
が
減

り
、
自
殺
も
減
っ
た
と
い
う
番
組

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
誰
で

も
出
来
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
町
の
取

り
組
み
で
浸
透
さ
せ
た
そ
う
で

す
。
現
在
で
も
取
り
組
み
は
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
浸
透
ま

で
は
ど
う
か
な
？
と
感
じ
ま
す
。

例
え
ば
、
サ
ー
ク
ル
単
位
で
申
し

込
み
と
か
い
ろ
ん
な
案
を
出
し
合

大住小学校で子育て懇談会

子どもとコミュニケーションを

子どもの発表会の後に行われ、約50人が参加しました

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話
題を紹介していきます。耳よりなニュースがあ
りましたら、広報課までお知らせください。

☎(866)2034 ファクス(866)2287

「最近の親御さんを見ていると、子育ての忍耐力が足りないの
では、と思うことがあります」と話す大住地区社会福祉協議会
(社協)の梅邑供治会長。そこで大住地区社協では、子どもとじっ
くり向き合うことの大切さを伝えようと、12月４日、大住小学
校で１・２年生の保護者を対象に講演会を開催しました。
講師は小学校の近くにある太陽幼稚園園長の羽川正さん。海外

の事例を挙げながら、「子育ては『教え込む』のではなく、親子
の『コミュニケーション』です」と訴えました。「人の話を聞く、
自分の考えを伝えるという、子どものコミュニケーション能力を
磨いてあげてほしい」との話に、参加したみなさんは自分たちの
子育てに生かそうと、熱心にうなずきメモをとっていました。
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っ
て
み
ん
な
で
健
康
に
な
れ
た
ら

い
い
で
す
ね(

石
田
恵
理
子
さ
ん

楢
山)

●
息
子
が
成
人
式
を
迎
え
ま
す
。

「
何
を
着
て
い
こ
う
か
な
」
と
自
分

な
り
の
お
し
ゃ
れ
を
考
え
て
い
る

み
た
い
で
す
。
あ
ち
こ
ち
に
行
っ

た
友
だ
ち
も
戻
っ
て
く
る
し
、
な

ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
、
成
人
式

の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
よ
う
で
す
！(

キ
ラ
キ
ラ
さ
ん

40
代
・
外
旭
川)

●
一
緒
に
暮
ら
す
孫
は
成
人
に
な

り
ま
す
。
月
日
の
経
つ
の
は
早
い

で
す
ね
。
ふ
だ
ん
、
彼
女
か
ら
元

気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す(

佐
藤
フ

ミ
さ
ん
　
81
歳
・
新
屋)

おしゃべりかわらばん

係から
ひとこと

民話と民謡を堪能

セリオン「民話
と民謡の共演」
に参加した佐々
木栄治さん、き
え子さん(牛島)

民謡が好きでねぶり流し
館の民謡講座にも参加して
います。おばこ伝説の語り
は聞いていてためになりま
した(栄治さん)。民謡、踊り、
語りなどがうまく共演し、
とてもよかったです。また
見たいですね(きえ子さん)。

昨
年
５
月
に
広
報
課
テ
レ
ビ
担
当
に
配

属
に
な
っ
て
か
ら
「
ア
ッ
」
と
い
う
間
の

７
か
月
。
よ
く「
ど
ん
な
仕
事
し
て
る
の
？
」

と
聞
か
れ
る
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
担
当
は
３
人
。
秋
田
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
映
像
で
お
知
ら
せ
す
る
ほ

か
、
旬
の
話
題
を
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
て
い

ま
す
。
原
稿
作
成
…
撮
影
…
編
集
と
、
毎

日
が
悪
戦
苦
闘
！
　
締
め
切
り
が
と
て
も

厳
し
い
で
す(

泣)

。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
番
組
を
作
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
市
政
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
番
組
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
お

い
し
い
も
の
を
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
風
邪
を
吹
き
飛
ば
し
ま

し
ょ
う
！(

三
浦
）

作るの大好き！

まちの駅クリス
マスを楽しんだ
西口ほのかさん
(桜小２年)とあ
やかさん(横森)

クリスマスリースやミニ
ツリー作りが楽しかった。
駅前の大屋根の下に並べた
紙パックの手作り灯ろうも
きれいだったよ。今度作っ
てみたいな(ほのかさん)。娘
は工作が大好き。とても喜
んでいました(あやかさん)。

ほっとHOTク
リスマスフェス
タに参加した高
橋由梨亜さん
(明徳小１年)

飾り付け楽しかった！
カップケーキに、クリーム

やチョコ、クッキーでデコレ
ーションしたよ。おばあちゃ
んに手伝ってもらって、一緒
に作って楽しかった。クッキ
ーがおいしかったよ。今日、
家でもおばあちゃんとケー
キを作るのが楽しみ。

12月25日、㈱プレステージ・インターナショナ
ルが、寺内の感恩講児童保育院を訪れ、従業員
から集めたおもちゃなどをプレゼントしました

講座「名工に学ぶ
銀線細工」で木の
葉状の飾りを作
った近江谷和子
さん(外旭川)

伝統の技を学びました
銀線細工は細かい仕事で、

手が込んでいて複雑。銀線
を均一に巻くのが難しかっ
たです。でも、自分でこん
なにきれいにできるとは思
いませんでした。自分で作
ると愛着がわきますね。大
切にしたいと思います。

応援に行きたいです！

土崎のチャレン
ジオフィスあき
たで企業見学を
した木村星稀さ
ん(寺内小６年)

秋田プロバスケットボール
クラブ㈱を見学しました。ス
ポーツで秋田を元気にする仕
事は良いと思いました。チー
ムと地域との交流もあったら
うれしいです。bjリーグに秋
田のプロバスケチームの応援
に行くのが楽しみです。

11月28日の東通での火災
で、消防隊が到着する間に消
防活動・人命救助をしてくれ
た、(左から)佐藤恵里子さん、
加藤卓哉さん、佐藤美徳さん、
ヤンガー・アンドリュー・ス
コットさんを、12月15日、
城東消防署で表彰しました。

20年以上にわたる青少年
の健全育成活動に対し、少
年指導委員の鎌田博美さん
(太平)が、社団法人日本善
行会から表彰されました。
少年指導委員は、街頭での
指導活動、有害環境浄化活
動などを行っています。

消防活動の
協力者を表彰

青少年の健全育成の
活動に対し表彰

広報あきた 平成22年１月15日号07



平
常
時
に
お
け
る
地
域
の
要
援
護
者
の
実

態
を
把
握
し
、
災
害
時
に
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
情
報
伝

達
や
避
難
誘
導
な
ど
の
支
援
活
動
を
進
め
て

い
く
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン(

案)

に
対
す
る
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
意
見
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
福
祉
総
務
課
地

域
福
祉
推
進
室
へ
郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ

ー
ル
で
送
る
か
、
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
住
所
、

氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
を
除
き
、
公
表
す
る

予
定
で
す(

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん)

。

プ
ラ
ン(

案)

閲
覧
場
所

福
祉
総
務
課
地
域

福
祉
推
進
室(

市
役
所
福
祉
棟
２
階)

、
市
民

相
談
室(

市
役
所
本
庁
舎
１
階)
、
土
崎
支
所
、

西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
河
辺
・
雄

和
市
民
セ
ン
タ
ー

※
プ
ラ
ン(

案)

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.city.akita.akita.jp

/city/w
f/m

n
/rw

/

意
見
募
集
期
間
１
月
25
日
(月)
ま
で

●
意
見
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
０
１

０-

８
５
６
０
秋
田
市
役
所
福
祉
総
務
課
地

域
福
祉
推
進
室
☎(

８
６
６)

２
０
９
０

フ
ァ
ク
ス(

８
６
６)

２
４
１
７

E
メ
ー
ルro

-w
fm
n@

city.akita.akita.jp

解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
か
た
が
就
労

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
家

賃
を
支
給
し
ま
す(

月
収
入
と
預
貯
金
に
上

限
が
あ
り
ま
す)

。
な
お
、
支
給
に
あ
た
り
、

市
の
就
労
支
援
担
当
者
の
面
接
指
導
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象(

①
②
両
方
を
満
た
す
か
た)

①
過
去

２
年
以
内
に
離
職
し
た
か
た
で
、
住
居
を
失

っ
た
、
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
が
あ
る
か
た

②
公
共
職
業
安
定
所(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ)

で
求
職
活
動
を
行
う
か
た

支
給
期
間
　
最
長
６
か
月

支
給
月
額(

上
限
額)

単
身
世
帯
は
３
万
千

円
、
複
数
世
帯
は
４
万
円

●
受
け
付
け

市
役
所
福
祉
棟
１
階
の
「
住

宅
手
当
相
談
・
受
付
窓
口(

保
護
課
内)

」

☎(

８
６
６)

２
０
９
６

市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
お
子
さ
ん
が

い
て
経
済
的
に
お
困
り
の
か
た
に
、
学
習
に

必
要
な
費
用
、
給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援
助

し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
12
月
か
ら
父
母
子
加

算
が
算
定
に
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で
該
当
に
な

ら
な
か
っ
た
ひ
と
り
親
世
帯
の
か
た
が
該
当

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
学
校
で
配
ら

れ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
各
学

校
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
学
事
課
☎(

８
６

６)

２
２
４
３
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
公
用
車
１
台(

ト
ヨ
タ
セ
ン
チ
ュ
リ

ー)

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ヤ
フ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
の
「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
で
売
却

し
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
は
２
月
４
日
(木)
ま

で
、
入
札
は
２
月
18
日
(木)
か
ら
25
日
(木)
ま
で

で
す
。
な
お
、
物
件
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
契
約
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/fn/cn/

●
問
い
合
わ
せ

契
約
課

☎(

８
６
６)

２
０
２
２

D
V(

配
偶
者
か
ら
の
暴
力)

被
害
者
の
か

た
に
定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援
特
別
手
当

の
相
当
額
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
か
た
は
、
早
め
に
申
請
を
。

対
象

平
成
21
年
２
月
１
日(

基
準
日)

に
お

い
て
配
偶
者
と
別
居
し
、
秋
田
市
に
住
ん
で

い
る
が
、
D
V
被
害
に
よ
り
、
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
の
住
所
変
更
の
手
続
き
が

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

２
離
職
者
の
家
賃
や

就
労
を
支
援
し
ま
す

災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
支
援
プ
ラ
ン
に

ご
意
見
を

１

３
就
学
援
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

訂正とおわび…広報あきた１月１日号７ページで紹介した、秋田ノーザンブレッツのティウアナ・タカプさん
の仕事は「老人介護・医療関係」ではなく、正しくは「研修と地域交流(相談業務)」です。広報課☎(866)2034

人口21.12.１現在

●人口／325,989人(＋39)
●男／153,751人(＋20)
●女／172,238人(＋19)
11月分・出生 194人

・死亡 252人
・転入 558人
・転出　 461人

（ ）内は前月比

●世帯／134,071世帯(＋84)

D
V
被
害
者
の
か
た
へ

生
活
支
援
特
別
給
付
金

の
申
請
は
お
早
め
に

５
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

４

08



で
き
ず
、
定
額
給
付
金
な
ど
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
か
た
と
そ
の
家
族

申
請
方
法

該
当
す
る
か
た
は
、
児
童
家
庭

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
請
書
を
お
送
り

し
ま
す
。
申
請
書
の
ほ
か
、
基
準
日
時
点
で

D
V
被
害
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明
書
、
基
準
日
か
ら
申
請
日
ま

で
の
居
住
地
が
確
認
で
き
る
書
類
、
本
人
を

確
認
で
き
る
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

１
月
29
日
(金)

●
問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課

☎(

８
６
６)

２
０
９
４

道
路
改
良
工
事
の
た
め
、
大
住
三
丁
目
・

四
丁
目
の
橋
り
ょ
う
部
を
通
行
規
制
し
ま

す
。
な
お
、
バ
ス
の
運
行
路(

大
住
・
み
な

み
野
団
地
線)

も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分
、
左
図
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
２
月
上
旬
か
ら
３
月
上
旬
ま
で
、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分(

日
、
祝
日
除
く)

●
問
い
合
わ
せ
　

道
路
建
設
課
☎(

８
６
６)

２
１
３
３

秋
田
中
央
交
通
㈱
☎(

８
２
３)

４
４
１
３

みんなで文化財を守りましょう！
１月26日(火)の「文化財防火デー」は、昭和24
年１月26日に法隆寺金堂で火災が発生したこと
から始まりました。秋田市にも貴重な文化財が
たくさんあります。文化財を火災・地震などの
災害から守り、後世に受け継いでいきましょう。

文化振興室☎(866)2246

農地の有効利用を促進することを目的に、昨年
12月、農地法などの一部が改正されました。詳しくは、秋田
市農業委員会事務局へお問い合わせください。☎(866)2270

農地制度が改正されました

●農地利用者の確保・拡大　農地の権利移動に関する規制が見
直され、「農業生産法人以外の法人(業務執行役員のうち１人
以上が農業に常時従事)」や「農作業常時従事者以外の個人」
も農地の賃借権が設定できるようになりました

●遊休農地対策の強化　所有者が分からない遊休農地を、知
事の裁定で公社などが利用できるようになりました

●農地税制の見直し　相続税の納税猶予が、農地を貸した場合
も受けられるようになりました(市街化区域の農地を除く)。

●農地の相続は届け出が必要に　平成21年12月15日以降に
相続により農地を取得したかたは、おおむね10か月以内に市
農業委員会に届け出が必要になりました
●農地転用規制が厳格に　許可が不要だった、農地の学校・
病院など公共施設への転用が協議制になりました。また、違
反転用への罰則が強化(法人の場合は罰金が300万円→１億
円)され、県知事による代執行制度が創設されました

大
住
三
丁
目
・
四
丁
目
の
橋
梁り

ょ
う

部

道
路
工
事
に
伴
う

通
行
規
制
を
行
い
ま
す

６

●標準小作料制度が廃止　農地貸借(10㌃当たり)の実勢価格
(下表)を提供することになりました　※秋田市平均12,601円

秋田観光コンベンション協会が
２月１日(月)から移転します
移転先は大町二丁目

２－12(イーホテル秋田
１階)です。問い合わせは、
秋田観光コンベンション
協会☎(824)8686へ。

広報あきた 平成22年１月15日号09

修学期間内(最長４年)に返済した修学
一時資金(教育ローンなど)の利子(学生１人に
つき最大10万円)を補給します

問い合わせ

①申請の３か月以上前から秋田市に住民登
録・外国人登録をしている
②本人または子どもなどが大学・短大・専門
学校に入学予定か、在学している　※在学
生の場合は１月以降の借り入れが対象
③申請者と配偶者の所得の合計が400万円以
下　※事業所得者の場合は300万円以下
④市税の滞納がない ※関係課と協議中を除く
⑤対象となる金融機関は、秋田銀行、北都銀
行、東北労働金庫の市内店舗

福祉総務課☎(866)2092

市では、進学などによる経済的負担を
軽減するため、下記の支援を行います。

申
請
方
法

修学資金を支援！

条件１

生活福祉資金、母子寡婦福祉資金の借
入額と同額を限度に最大10万円を給付します

●県社会福祉協議会生活福祉資金就学支度費
を借りているか、母子寡婦福祉資金貸付金
就学支度資金を借りている(申請者の所得が
400万円以下、事業所得者の場合は300万
円以下)
●｢支援１｣を受けていない

支援２

条件２(条件１の①、②のほかに次の条件が必要)

支援対象資金を借り入れした金融機関など
の窓口にある申請書に必要書類を添えて、
郵便で〒010-8560秋田市福祉総務課へ。
※詳しくは、対象金融機関などの窓口にお
いてあるチラシをご覧ください。

支援１



市と納税貯蓄組合連合会

が共催で募集した今年度の

納税標語。応募総数84点

の中から次のみなさんが入

選しました。

第２席 臼木武二さん(御所野) 伊藤博さん(添川)
第３席 佐藤修治さん(広面) 柏木武男さん(泉) 熊谷智さん(将軍野)
佳　作 臼井道隆さん(広面) 武藤タツ子さん(将軍野)

工藤フミさん(泉) 臼木嬉子さん(御所野) 柏木ヒサさん(泉)
村上祐紀子さん(土崎) 伊藤直子さん(飯島)
安田晶子さん(御野場) 小林春光さん(牛島) 菅原栄子さん(下北手)

『税みのり 市制施行120周年 更なる飛躍』

納税標語
が決定

12月３日の表彰式で

第１席 伊藤隆夫さん(飯島)

「申告書作成会場」は、所得税(譲渡所得を含む)、
消費税、贈与税の申告書を作成する会場です。秋田
南・北税務署内には申告書を作成する場所がありませ
んので、申告書の作成は下記の「申告書作成会場」を
ご利用ください。

申告書作成会場のご利用を

国税庁ホームページでは、「確定申告書等
作成コーナー」から電子申告(e-Tax)できる
ほか、税務署へ提出する申告書などの印刷
ができます。

e-Taxは、あらかじめ登録すればインターネットで
国税に関する申告や納税などの手続きができる便利な
システムです。一定の要件を満たすと、最大5,000円
の税額控除を受けられたり、添付書類の提出を省略で
きたりします。詳しくはホームページをご覧ください。
国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp/

ネットで確定申告できます

確定申告の
問い合わせ

秋田南税務署☎(832)4121
秋田北税務署☎(845)1161

■秋田南税務署の申告書作成会場

■秋田北税務署の申告書作成会場

所得税 ２月16日(火)～３月15日(月)

贈与税 ２月１日(月)～３月15日(月)

消費税(個人事業者) ３月31日(水)まで

受
付
期
間

※所得税の還付申告書は、２月16日(火)より前でも提
出できます

確 告申定

市制が120周年を迎えることができたの
は、市民の税が実った結果だと思います。
市がますます住みよいまちに発展してほ
しいですね。

市民税・県民税の申告は、２月８日(月)から３月15日(月)までです。
詳しい日程、会場などは、広報あきた２月５日号でお知らせします。

平成21年分

日時／２月１日(月)～３月15日(月)の平日
午前９時～午後４時

会場／秋田県労働会館「フォーラムアキタ」

日時／２月１日(月)～３月15日(月)の平日
午前９時～午後４時

会場／セリオン２階イベントホール

(中通六丁目７-36)…駐車場がありません

ので、バスなどをご利用ください

伊藤さん

10

▼
▼

▼

▼
▼

▼
▼

要介護(要支援)の認定を受けてい
る65歳以上のかた(昭和20年１月１
日以前生まれ)は、認知症などで障害
者に準ずると認められると「障害者
控除対象者認定書」が交付され、
市・県民税や所得税の申告のときに
障害者控除を受けることができます。
認定書の申請は、控除を受けよう

とするかたの印鑑(扶養親族などが申
請する場合はそのかたの印鑑も)を持
って、介護・高齢福祉課、河辺市民
センター、雄和市民センターへ。申
請書は市ホームページからも入手で
きます。各種障害者手帳をお持ちの
かたは申請の必要はありません。

障害者控除対象者
認定書を交付します

介護・高齢福祉課☎(866)2407

問い合わせ

市・県民税第４期、国民健康保険税
第７期の納期限は２月１日(月)です
納税課☎(866)2059
国保年金課☎(866)2189



高
い
技
術
と
優
れ
た
経
営
能
力
で
地
域
農
業
の
担

い
手
と
し
て
確
か
な
実
績
を
あ
げ
て
い
る
優
秀
農
家

の
み
な
さ
ん
で
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＝
敬
称
略
＝

長
坂
拓
磨(

上
新
城
小
２
年)

佐
藤
孝
俊(

御
所
野
小
２
年)

佐
藤
雪
菜(

広
面
小
２
年)

石
塚
音
羽(

秋
大
附
属
小
３
年)

石
井
茜(

上
新
城
小
３
年)

佐
藤
佳
菜(

上
新
城
小
４
年)

桜
田
周
人(

豊
岩
小
５
年)

田
口
実
鈴(

豊
岩
小
５
年)

矢
嶋
美
奈
子(

豊
岩
小
５
年)

最
優
秀
賞

松
田
美
卯

み

う

さ
ん

水
稲
・
大
豆
・
野
菜
の
複
合
経
営
。
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
酒
米

研
究
会
会
長
を
務
め
、
数
種
類
の
酒
米
も
生
産
す
る
ほ
か
、

指
導
農
業
士
と
し
て
後
進
の
育
成
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

橋
さ
ん
「
23
年
前
、
初
め
て
飲
ん
だ
吟
醸
酒
に
感
動
し
て

酒
米
生
産
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
に
喜
ば
れ

る
も
の
を
作
り
続
け
る
た
め
、地
域
の
仲
間
と
頑
張
り
ま
す
」

炊
き
込
み
ご
飯
や
か
ぼ
ち
ゃ
ロ
ー
ル
な

ど
、
自
家
製
野
菜
を
使
っ
た
加
工
品
を
、

毎
朝
、
自
宅
近
く
の
加
工
所
で
作
っ
て
い

ま
す
。
創
意
工
夫
を
重
ね
た
品
々
は
、
直

売
所
「
彩
菜
館(

泉
馬
場)

」、「
川
尻
朝
市
」

で
人
気
商
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

石
井
さ
ん
「
ア
イ
デ
ア
し
だ
い
で
い
ろ
い

ろ
な
商
品
を
作
っ
て
売
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
農
業
が
楽
し
い
時
代
だ
と
思
い
ま

す
よ
。
体
力
が
続
く
限
り
続
け
た
い
で
す
」

優
秀
農
家
表
彰

昭
和
47
年
に
発
足
。
毎
年
２
万
箱
以
上

の
苗
を
生
産
し
、
旧
秋
田
市
全
域
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
農
家
を
巡

回
し
て
苗
代
の
管
理
方
法
な
ど
を
教
え
て

お
り
、
苗
の
生
育
不
良
の
防
止
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

組
合
員
の
保
坂
眞
人
さ
ん
「
技
術
が
高
い

仲
間
た
ち
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
心
強
い

で
す
。
今
後
も
、
苗
を
必
要
と
す
る
農
家

の
助
け
に
な
れ
る
よ
う
努
力
を
続
け
ま
す
」

水稲苗生産組合(飯島)

農業個人部門・男性の部

長谷部 健さん(雄和)

(

飯
島
南
小
５
年)

こ
の
絵
は
、

雄
和
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
メ
ロ
ン
を
収
穫
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
実
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
作
業
す

る
の
が
難
し
か
っ
た
な
。

優
秀
農
家
表
彰

地
域
農
業
の
活
性
化
に
貢
献

優
秀
賞

水稲・大豆・野菜・花きの複
合経営。昨年の種苗交換会に
出品したダリア“黒蝶”は、秋
田魁新報社賞を受賞しました。
長谷部さん「初めての農作物
に挑戦し、うまく育てられず
に試行錯誤しているときが楽
しいです。何でも面白くない
と長続きしないですよね」
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秀
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農業地域活性化部門

優秀賞
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石井ミオ子さん(上新城)
優
秀
賞

農業個人部門・女性の部
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体重を増やさないために
国保・高齢・介護健診課☎(866)8903

塩分のとりすぎに注意しましょう
塩分が多い食べ物は血圧を上昇させるほか、食

欲を増進させ、食べ過ぎの原因にも。「漬け物は
食べ過ぎない」「麺類の汁は残す」「しょうゆをか
けすぎない」などの工夫で塩分のとりすぎ防止を。

特定健診の保健指導で食生活が改善
特定健診(メタボ健診)を受診し、保健指導を受

けたかたには「野菜の摂取量が少ない」「間食の
習慣がある」などの傾向がありましたが、指導の
半年後には「揚げ物を減らした」「カロリーやバ
ランスを意識して食べるようになった」など食生
活の改善が見られました。みなさんもメタボ健診
を受診し、ダイエットに取り組んでみませんか。

年末年始の食べ過ぎ・飲み過ぎで体重が増えたかた
はいませんか。増えた脂肪は早めにカロリーコントロ
ールすれば落ちやすく、ため込むと落ちにくくなりま
す。特定健診の保健指導を受けて食生活を改善し、健
康で太りにくい体づくりをめざしませんか。

あけぼのサロン がん患者やご家族が、悩みや
思いを語り合う集まりです。１月19日(火)午後
２時～４時、中通総合病院１階がん支援相談セ
ンターで。無料。直接会場へ。詳しくは、あけ
ぼの秋田の佐藤さん☎(824)2750
がんの痛みの治療教室 がん性疼痛の知識や緩
和ケアについて学びます。１月20日(水)午後２
時～３時。秋田大学医学部附属病院外来ホール
で。無料。直接会場へどうぞ。詳しくは、同病
院医事課医療サービス室へ。☎(884)6039
シンポジウム「元気のでるがん治療」 がん治
療のエキスパートによる講演と、県副知事など
が参加する討論会。１月30日(土)午後３時～、
秋田ビューホテル４階で。無料。直接会場へ。
詳しくは秋田大学がんプロ事務局☎(884)6210
がんサロン「きぼうの虹」がん体験者や療養中
のかた、ご家族が語り合う場です。毎月第２土
曜日(２月は13日(土)に開催)午後１時～３時30
分、コミュニティサロン・クローバー(中通)で。
無料。直接会場へ。詳しくは、秋田県がん患者
団体連絡協議会☎090-7526-1345

集団方式による乳がん検診を
追加実施します

がんの集い・講演

早めに受診しよう！
特定健康診査(メタボ健診)
秋田市国保の「特定健康診査受診券」

の有効期限は３月31日(水)までです。国民
健康保険証と受診券を持って健診実施機
関で早めに受診しましょう。
受診券をなくしたかたは、国保・高

齢・介護健診課へ。☎(866)8903

広報あきた６月19日号でお知らせした「医療機関で受
ける各種検診」の実施医療機関に、次の医療機関が追加に
なりました。市保健所保健予防課☎(883)1176

●山岸クリニック(大住四丁目12-47☎(874)7200)
実施する検診 大腸がん・前立腺がん検診
診療時間 月曜～金曜日／午前９時～午後零時30分、
午後２時30分～６時　土曜日／午前９時～午後１時

がん検診の追加医療機関

秋田県総合保健事業団
中央健診センター

検診内容は、問診、マンモグラフィ撮影、視触診です。
検診を受けるときは、事前に予約が必要です。先着各50人。
申し込みは保健予防課へ。☎(883)1178

40歳代のかた…2,100円 50歳以上のかた…1,400円
76歳以上のかた、クーポン券をお持ちのかた…無料

①３月31日現在、40歳以上で偶数歳の女性
②乳がんクーポン券をお持ちのかた(対象者へ送付済)

料
金

２月３日(水)・10日(水)・17日(水)
午後１時～２時
２月24日(水)
正午～午後１時

日
時

対
象

秋田県総合保健事業団
中央健診センター
(川尻町字大川反233-186)

会
場

体重を増やさないためのポイント
●大皿より小皿を使って食べ過ぎ防止
●野菜は多めにとりましょう(１日350㌘が目標)
●食事はよくかんでゆっくり食べましょう
●お菓子は食べる量を決め、だらだらと食べない
●こまめに体を動かす習慣をつけましょう
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65歳以上のかたが対象。時間は午
前10時～正午。無料。直接会場へ。
ハーモニカを楽しもう １月18日
(月)、大森山老人と子どもの家で。

☎(828)1651
ADL体操 １月20日(水)、八橋老人
いこいの家で。動きやすい服装でお
越しください。☎(862)6025
健康呼吸法 １月21日(木)、雄和ふ
れあいプラザで。タオルをお持ちく
ださい。☎(886)5071
盆踊り教室 ２月４日(木)、飯島老人
いこいの家で。足袋、羽織があるか
たはお持ちください。☎(845)3692

県立盲学校の生徒がマッサージ、は
り、きゅうを無料で行います(先着
順)。直接会場へどうぞ。
日時／１月18日(月)午前10時15分
～11時45分　会場／遊学舎　
●問い合わせ　県特別支援教育課エ
リア開設準備班☎(860)5131

おおむね50歳以上のかたなどが対
象。１月20日(水)から３月24日(水)ま
での毎週水曜日、午前10時45分～
11時45分、中央シルバーエリア(御
所野)で。受講料１回300円(プール
入場料500円別途必要)。申し込みは
ＮＰＯ法人あいへ。☎(829)1113

１月20日(水)午後２時～４時、八橋
地区コミセン体育館で。参加無料。
直接会場へどうぞ。詳しくは、楽ら
く吹き矢の谷口さん☎(867)1219

１月22日(金)から３月12日(金)まで
毎週金曜日に８回、午前11時～午
後１時、西部体育館で。受講料

5,250円(保険料含む)。先着20人。
●申し込み　１月16日(土)午前10
時から西部体育館☎(828)1180

健康講座 開講日は２月の火・水・
金曜日。アクアビクス、水中歩行、
初級・中級・上級水泳を受講できま
す(日にちによってメニューが違い
ます)。全日程受講可能なフリーコ
ースが4,000円、１日体験コースが
550円(いずれも入館料別)。申し込
みは、ザ・ブーン☎(827)2301
バス送迎付健康講座
２月の開講日は２月５日(金)・12日
(金)・19日(金)・26日(金)。午前が水
中歩行、午後は初級の水泳。秋田駅
東口からのバス送迎(午前９時45分
秋田駅発、午後３時秋田駅着)、
ザ・ブーンの入館料込みで1,050
円。申し込みは、１月25日(月)午前
９時からザ・ブーン☎(827)2301

高清水スキースクール シニアクラ
ス(50歳以上)もあります。往復送
迎可。宿泊はハイランドホテル山荘。
日程／２月６日(土)・７日(日)
会場／田沢湖スキー場　
参加費／小学生11,000円、中学生
以上13,000円(宿泊費込み。リフ
ト代別途必要) 申し込み／２月１
日(月)まで、高清水スキークラブの
藤嶋さん☎090-2797-9296
ライナースキークラブ　小学生以上
(小・中学生は保護者同伴)が対象で
す。宿泊は駒ヶ岳観光ホテル。
日程／２月６日(土)・７日(日)
会場／田沢湖スキー場(現地集合)
参加費／小学生12,000円、中学生
以上15,000円(宿泊費込み。リフ
ト代別途必要) 申し込み／１月30
日(土)まで、ライナースキークラブ
の小林さん☎(887)3882(プロショ
ップフリーダム内)

慢性肝炎、肝硬変の患者さんの日常

生活の注意点や血液検査について看
護師などが話します。２月２日(火)
午後１時30分～２時40分、市立秋
田総合病院２階講堂で。参加無料。
直接会場へどうぞ。詳しくは、市立
秋田総合病院へ。☎(823)4171

寝たきりや認知症のかたなどを家庭
で介護しているかたが対象。１月
19日(火)午後１時30分～３時、市
保健所２階小会議室で。無料。直接
会場へ。詳しくは在宅介護者の集い
代表の廣田さんへ。☎(863)0935

うつ病の患者さんやそのご家族が、
悩みや思いを語り合う集まりです。
日時／２月７日(日)午後２時～４時
会場／遊学舎　参加費／500円
●申し込み　うつコミュニティ・う
つ会秋田の堀さん☎(862)8491

医療を考える集い「介護サービスを
考える」 秋田市医師会副会長の高
橋正喜さんの講演、劇団河辺わさび
座の演劇、シンポジウム。参加無料。
直接会場へ。日時／２月６日(土)午
後１時30分～４時30分　会場／秋
田ビューホテル４階　問い合わせ／
秋田市医師会事務局☎(865)0252
腎臓病を考える集い　秋田大学医学
部教授の佐藤滋さんが「慢性腎臓病
から腎臓移植まで」と題して講演し
ます。参加無料。直接会場へ。
日時／２月７日(日)午前10時～正午
会場／県社会福祉会館３階身体障害
者センター　問い合わせ／秋田県腎
臓病患者連絡協議会☎(863)6210

漫談や昔話で心も体も健康！ 講師は
日本笑い学会秋田県人会のみなさん。
１月23日(土)午後１時30分～３時30
分、土崎公民館で。無料。直接会場へ。
詳しくは、土崎地区市民憲章推進協
議会の宮本さんへ。☎(846)0822
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● あなたのとなりに
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いずれも無料です。申し込みは保健予防課へどうぞ。☎(883)1175
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食生活相談 肥満、高血圧、糖尿病のかたの相談に栄養士が応じます。
日時 １月28日(木)午前10時～午後２時30分　会場 市保健所(八橋)

健康判定 20歳以上のかたが対象です。食習慣、生活習慣、運動習慣
について栄養士、保健師などが個別にアドバイス。運動の実技指導も。
日時 ２月４日(木)午後１時～５時　会場 セリオンプラザ(土崎)

ミニ笑
しょう

学校
がっこう

イン土崎
つちざき
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１月21日(木)
新波保育所☎(887)2014
川添保育所☎(886)2139
雄和中央保育所☎(886)2595
１月26日(火)
手形第一保育所☎(834)0766
１月27日(水)
川口保育所☎(832)4582
２月３日(水)
勝平保育園☎(823)4520
２月10日(水)
日新保育園☎(828)3211
★青空保育 お子さんを保育所の
園庭で遊ばせながら保護者同士で
交流しよう。１月26日(火)午前10
時10分～10時50分、寺内保育所
園庭で。直接会場へ。荒天時は中
止。寺内保育所☎(863)6253
★親子サロン 就園前の親子が対
象。保護者同士で交流。２月10日
(水)午前９時45分～11時、保戸野
保育所で。申し込みは２月３日(水)
から保戸野保育所☎(823)6928

すこやか広面 ０歳～５歳の親子
が対象です。１月18日(月)・25日
(月)、２月１日(月)、午前10時～11
時30分、広面児童館で。保険料１
回１組50円。直接会場へどうぞ。
詳しくは、広面地区主任児童委員
の佐々木さん☎(832)2172
牛島っ子 就園前の親子が対象で
す。おやつパーティー。１月20日
(水)午前10時～11時30分、南部
公民館で。材料費300円。申し込
みは、南部公民館☎(832)2457
しゃぼんだま広場　就園前の親子
が対象。親子クッキング。１月22
日(金)午前10時～11時30分、四ツ
小屋児童センターで。無料。直接
会場へ。詳しくは四ツ小屋地区主任
児童委員の伊藤さん☎(839)3891
このゆびとまれ！　就園前の親子
が対象です。豆まき。２月２日(火)
午前10時～正午、明徳児童センタ

ーで。参加無料。直接会場へ。詳
しくは明徳地区主任児童委員の田
中さん☎(831)8089
すくすくサロン“きしゃぽっぽ”
就園前の親子が対象です。自由遊
びや情報交換。２月３日(水)午前
10時～11時30分、南部公民館で。
参加無料。直接会場へどうぞ。詳
しくは南部公民館☎(832)2457

西部市民サービスセンター　ママ
と赤ちゃんの優しい時間です。参
加無料。育児相談も。対象／生後
３か月～１歳未満の親子(前回受講
者を除く) 日時／２月５日(金)・
24日(水)、３月５日(金)、午前10時
30分～正午　会場／同センター２
階和室　定員／先着各15組　申し
込み／１月21日(木)午前９時から
子育て交流ひろば☎(826)9007
ばっけの会　対象／生後２か月～
１歳の親子　日時／２月９日(火)・
23日(火)、午前10時30分～正午
会場／ひよっこサロン(有楽町)
参加費／１組1,500円(オイル代込
み、紅茶付き) 定員／７組　
申し込み／NPO法人ばっけの会の
松村さん☎(834)4733

①③⑥⑦は直接会場へ。②④⑤⑧
の申し込みは、NPO法人子育て応
援Seedへどうぞ。

☎050-7559-8999
①中通倶楽部 手芸好きなかたの
交流サロン。１月20日(水)午前10
時～正午、コミュニティサロンク
ローバー(中通二丁目1-41)で。参
加費300円
②Hello! サロン 転勤などで秋田
にきたママたちのクッキングサロ
ン。今回は「ご当地おせち」を作り
ます。１月21日(木)午後１時～３時、
コミュニティサロンクローバーで。
参加費１組800円。要申込

③親子ビクス 親子でエアロビ。
参加費１世帯500円。直接会場へ
ベビー(生後６週～１歳) １月22日
(金)午前11時～正午、セリオンプラ
ザで。１月29日(金)午前11時～正午、
ユースパル(寺内)で　キッズ(１歳～
就園前) １月22日(金)午前10時～
10時50分、セリオンプラザで　
ママビクス １月29日(金)午前10
時～10時50分、ユースパルで
④パパサークル・マイ箸作り 乳
幼児とそのご家族が対象です。木で
はしを作ります。１月23日(土)午後
１時30分～３時30分、コミュニテ
ィサロンクローバーで。参加費１世
帯1,300円。定員15組。要申込
⑤スマイルキッズ 就園前の親子
が対象。ふれあい遊びなど。１月
25日(月)午前10時～正午、コミュ
ニティサロンクローバーで。参加費
１世帯300円。定員20組。要申込
⑥ベビーサロン ０歳の親子が対
象。１月25日(月)正午～午後４時、
コミュニティサロンクローバーで。
参加費１世帯300円。直接会場へ
⑦おやつサロン おやつ１品を持
ち寄ってレシピ交換。１月28日
(木)午後１時～４時、コミュニティ
サロンクローバーで。参加費１世
帯300円。直接会場へ
⑧異文化カフェ(ブラジル編)
幼稚園年長～小学生の親子が対象。
１月30日(土)午後１時～３時、コ
ミュニティサロンクローバーで。
参加費１世帯500円。要申込

外旭川幼稚園 ２歳～就園前の親
子が対象。１月26日(火)午前10時
～11時。無料。定員50組。申し
込みは外旭川幼稚園☎(868)3400
聖園学園短大附属幼稚園
就園前の親子が対象です。２月２
日(火)午前10時～11時30分。参
加無料。申し込みは聖園学園短大
附属幼稚園☎(823)2695

あそびにおいで！
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Seed
シ ー ド

の催
もよお

し

ファミリー・サポート・センターは、利用会員が急な残
業や用事で子どもの世話ができないとき、協力会員の
自宅でお子さんを預かる会員制の相互援助活動です。利用の問い合わせ、研修の申し込みは…☎(887)5336

講義(身体の発育と病気など)：２月４日(木)・５日(金)・９日
(火)・10日(水)、午前９時～午後４時、アルヴェ４階洋室Ｃで
保育実習：２月16日(火)午前８時30分～午後零時30分、
公立保育所で(午後２時からアルヴェで修了式を行います)

利用会員になりたいかたは事前に説
明会(無料)に参加してください。なお、
３人以上集まっていただければ、事業
所、保育所、育児サークルなどに出向
いて説明会を行います。説明会の日程
など、詳しくはお問い合わせください。

秋田市ファミリー・サポート・センター

協力会員になるには下記の研修が必要です。受講・登録は無料。
あなたの育児経験を子育て支援に生かしてみませんか。利

用
会
員

協
力
会
員

ベビーマッサージ
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離乳食の進め方、食品の調理法、
試食、個別相談など。受講無料。
西部市民サービスセンター　時間
は午前10時～11時30分。定員各
20組。申し込みは１月19日(火)か
ら保健予防課へ。☎(883)1175
生後４～５か月 ２月２日(火)
生後６～７か月 ２月15日(月)
生後８～11か月 ２月16日(火)
河辺総合福祉交流センター 生後
４か月～11か月のお子さんの保護
者が対象。お子さんも一緒にどう
ぞ。２月８日(月)午後１時30分～
３時30分。筆記用具、母子健康手
帳、おしぼり、バスタオルを持っ
て直接会場へ。詳しくは市保健所
保健予防課へ。☎(883)1175

産後６か月ころまでのかたが対象
です。助産師さんを囲んで、産後
の心や身体、毎日の育児について
おしゃべり。お子さんも一緒にど
うぞ。１月28日(木)午前10時～
11時30分、市保健所で。参加無
料。定員20組。申し込みは市保健
所保健予防課へ。☎(883)1174

１歳の親子が対象です。おじいち
ゃん、おばあちゃんもどうぞ。歯
科衛生士と栄養士の話や仕上げみ
がきレッスン。２月17日(水)午前
10時～11時30分、サンパル秋田
(大町)で。参加無料。定員20組。
●申し込み 市保健所保健予防課

☎(883)1174

追加 妊婦・２歳児歯科健康診
査、歯周疾患検診の委託医療機関
に次の医療機関が加わりました。
せき歯科クリニック(牛島西三丁目
６-16)☎(874)7717

移転 妊婦・２歳児歯科健診の委
託医療機関の「あんどう矯正歯科
クリニック」が移転しました。
移転後住所：東通四丁目４-18

☎(837)6480

会場は西部市民サービスセンター。
無料。直接会場へ。詳しくは子育
て交流ひろばへ。☎(826)9007
おもいっきりあそぶday 就学前
の親子が対象。かけっこや体操な
ど。日時／１月29日(金)午前10時
～正午　会場／多目的ホール(１階)
お父さんも来てね！ 冬のわくわく
子どもデイ　就学前の親子が対象
です。地域のみなさんと一緒に、
親子遊びや大型かるたを楽しも
う！ 日時／１月30日(土)午前10
時～正午　会場／多目的ホール
音楽に合わせてスキンシップ！
子育て交流ひろば(２階)で開催。
いちごるーむ(０歳・１歳) ２月
３日(水)午前10時30分～10時50分
バナナるーむ(２歳・３歳) ２月
17日(水)午前10時30分～10時50分
ぐるぐるぺったんこ　就学前の親子
が対象。身近な材料で工作。日時／
２月10日(水)午前10時30分～10時
50分　会場／子育て交流ひろば

いずれも参加無料。①～⑥は直接
会場へどうぞ。⑦⑧は申し込みが
必要です。申し込みや問い合わせ
は、アルヴェ５階子ども未来セン
ターへ。☎(887)5340
①おはなし会 就学前の親子が対
象です。絵本の読み聞かせなど。
日時／１月19日(火)午前10時30
分～　会場／子ども未来センター
②親子のふれあい広場 手遊びや
ふれあい遊び。会場は子ども未来
センター。時間は午前10時～。
よちよち広場(０歳・１歳) ２月４
日(木) ぴょんぴょん広場(２歳・３

歳) １月21日(木)、２月10日(水)
③親子ＤＥうたっチャオ 就学前
の親子が対象。冬の歌や絵本を楽
しもう！ １月23日(土)午前10時
30分～、子ども未来センターで
④こんにちは広場 就園前の親子
が対象です。手遊びや親子遊びを
楽しもう。時間は午前10時～。
下浜羽川公民館 １月27日(水)
飯島児童センター ２月２日(火)
⑤つくっチャオ 就園前の親子が
対象。身近な材料でかんたん工作。
１月27日(水)、２月３日(水)、午前10
時30分～、子ども未来センターで。
⑥パンダ広場 就園前の親子が対
象です。手遊びなど。育児相談も。
日時／１月29日(金)午前10時～11時
会場／セリオンプラザ(土崎)
⑦乳幼児の救急救命法　どなたで
も参加できます。城東消防署の救急
隊員が指導。日時／２月３日(水)午
前９時30分～午後零時30分　会
場／アルヴェ４階和室　申し込み／
子ども未来センター☎(887)5340
⑧キッズクッキング講座 ３歳の
親子が対象。サケのホイル焼き、
春雨のスープを作ります。日時／
２月４日(木)・５日(金)、午前10時
～正午　会場／アルヴェ４階調理
室　定員／先着各16組　申し込
み／１月19日(火)午前９時から子
ども未来センター☎(887)5340

★保育所開放 ０歳～５歳の親子
が対象です。時間は午前９時45分
～11時。直接各保育所へどうぞ。
１月19日(火)
保戸野保育所☎(823)6928
川尻保育所☎(823)3254
港北保育所☎(845)7166
寺内保育所☎(863)6253
河辺中央保育所☎(882)3056
１月20日(水)
戸島保育所☎(882)2989
岩見三内保育所☎(883)2555

● 元気が大好き
育児コーナー

育 児
離
り

乳
にゅう

食
しょく

教
きょう

室
しつ

保
ほ

育
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所
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で遊
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センターの催
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けんしん

医
い

療
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機
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の追
つい

加
か

・移
い

転
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子ども未来センターにある申込書(市ホームページからダウンロード可)に
資格証明書の写しと自己ＰＲ書を添えて、〒010-8506東通仲町４-１
子ども未来センターへ郵送、または直接お持ちください。☎(887)5340

子ども未来センターでは、家庭相談員と子育て相談員を各１人(いずれも非常勤
嘱託)募集します。応募期間は２月１日(月)から19日(金)(必着)まで。

家庭相談員・子育て相談員を募集します

産
さん

後
ご

のママトーク

家庭相談員　子どもの障害・性格・生活習慣などの相談を電話や面接で受け、助言・
指導します 要件 教諭、保育士、看護師、臨床心理士などの資格と経験があるかた
子育て相談員　就学前の親子を対象にした交流事業や育児相談、地域の子育てサー
クル・子育てボランティアの育成や活動支援などを行います　要件 保育士、保健
師、看護師などの資格と経験があるかた(自動車普通免許必要)

ウェスターに集
あつ

まれ！

応募
方法
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明日の
クリエーターたち

ボランティア募集 １/15(金) １/19(火)
●移動図書館イソップ号
●知っておこう！ 新型イ
ンフルエンザ対策

●秋田公立美術工芸短期大
学の入試情報

月～木　午前10時30分～

水 午後10時54分～　
テレビ
ガイド

15
分 ●１/31(日)午前７時30分～ ABSおはよう秋田市長です 「最新の市政情報」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組 AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
☎(866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後 ５ 時55分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●がん検診を受けましょう
●特定健康診査(メタボ健診)はお早めに

●「広報あきた」からエフエム椿台 午後スタ 毎週水　午後 2 時00分～

金　午前11時20分～
土 午前11時40分～
日 午前11時55分～

※５分間テレビ番組は、秋田ケーブルテレビでも放送しています。

１/20(水) １/26(火)
市民リポーターが紹介
●千秋美術館～市民と選ん
だベストセレクション

●新成人のつどい
●まちの駅あきた

小学生たちが「勝平得之に年賀状を出そう」をテ
ーマに、版画で年賀状を作りました。審査は来館し
たみなさんの投票で行います。ぜひご覧ください！

ミニかまくらづくり

子どもの遊び
14:00～15:00

実行委員の加藤さん☎090-7321-3689

２月６日(土)13:00～16:30

秋操近隣公園(駐車場はありません)

●豆まき　●子どもみこし・ミニぼんでん
●なまはげ　●ミニかまくらづくり　●伝承遊び
●飲食コーナー(15:00～。豚汁、綿あめなど)
●光のページェント(16:30～19:30)

実行委員長の湯浅さん☎(863)6065問い合わせ

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

大
人
200
円
　
中
学
生
以
下
無
料

１月23日(土) １月31日(日)

２月３日(水) ２月21日(日)

赤れんが郷土館の休館…作品入れ替えのため、１月18
日(月)～22日(金)、２月１日(月)・２日(火)は休館します。

第１部◆１・２年生作品展

第２部◆卒業制作展

市制120周年記念

子ども年賀状
版画コンクール

◆公立美術工芸短大附属高等学院展◆

１月23日(土) ２月21日(日)

十條団地町内会館
17:00～ もちつき大会、
おしるこ・甘酒コーナー

ミニかまくら製作(13:00～)
一斉点灯(17:00～)

会場／大川散歩道(新屋駅前～美短)

あらや大川散歩道雪まつり

泉の冬まつり

※雨天時は２月13日(土)に延期

１月30日(土)13:00～19:00
赤
れ
ん
が
郷
土
館

市民ふれあい
マーケット

午前10時～午後３時

１階きらめき広場

出店者募集…市内の18歳以上の
かたが対象。出店無料。申し込
みは、１月21日(木)まで秋田市民
交流プラザ管理室☎(887)5310

市民が不用品などを持ち寄っ
て売買する "フリーマーケット"
です。掘り出し物があるかも!?

壊
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
ぞ
み

アルヴ
ェ

もりあ
げ！

１月31日(日)午前10時～午後４時

１階きらめき広場　入場無料

アルヴェきらめきパフォーマーが
大道芸や手品などを披露！ゲスト
に、生命や環境などをテーマにパン
トマイムを行う「壊れたロボット の
ぞみ」がやって来ます。直接会場へ。

秋田市民交流プラザ
管理室☎(887)5310

問い合わせ

アルヴェ市民活動フェスタ
３月７日(日)午前10時30分～午後３時
１階きらめき広場　入場無料

申
し
込
み
　

あなたのグループの活動をＰＲしません
か。公益的な活動を行っているグループを
20団体募集します(書類選考)。参加無料。

参加
募集

大道芸

大
町
三
丁
目
３-

21
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６
８
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美術
工芸
短大

新
屋
駅

アルヴェのイベント
今年もいっぱい！

問

１月31日(日)
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郵送かファクス、Ｅメールに代表者の
住所、氏名、電話番号、ファクス番号、
Ｅメールアドレス、団体名、活動の詳
しい内容、PR方法を書いて、２月22
日(月)(必着)まで、〒010-8506東通仲
町４-１市民交流サロン☎(887)5312
ファクス(887)5659
Ｅメール cosmo-space@alve.jp



秋田市リサイクルプラザ(河辺豊成)
で、空きびん選別などの業務に３年
間就労する知的障害者の作業訓練生
(パートタイマー)を２人募集します。
募集要項は、秋田市総合振興公社(河
辺豊成)、市障害福祉課(福祉棟１階)
でさしあげます。応募の締め切りは
２月５日(金)。詳しくは、(財)秋田市
総合振興公社へ。☎(829)3568
対象／秋田市民で、次の①～④のす
べてに該当するかた
①療育手帳がある、または知的障害
の判定を受けている②昭和50年４月
２日～平成４年４月１日生まれ③在
宅、または養護学校高等部を今年３
月31日までに卒業見込み④自立した
日常生活、空きびん選別などの作業、
自主通勤(バス通勤)ができる

対象／福祉や介護の仕事に就職を希
望するかた(資格・経験不問) 体験日
数／２月末日までで希望する５日～
10日間　体験先／県内の福祉施設
(障害者、高齢者介護など) 参加
費／無料　申込期限／２月１日(月)
●問い合わせ (福)秋田県社会福祉
協議会地域福祉部☎(864)2880

秋田県育英会が運営する男子寮(東京
都世田谷区)と女子寮(神奈川県川崎
市)の入寮者を募集します。今年４月
に大学、短大などに入学するかたで、
育英会の奨学金を受けないかたが対
象です。応募は２月15日(月)(必着)
まで。募集要項など詳しくは、(財)
秋田県育英会へ。☎(860)3552

申
し
込
み

広報クイズ●広報クイズは、毎月第３金
曜日発行号に掲載。
正解者には、抽選で10人

に「図書カード1000円分」
をプレゼント！　
気ままなひとこと、広報

や市政テレビの感想などを
添えて、ご応募ください。

中通一丁目地区市街地再開発事業の開
発コンセプトは、「千秋公園と一体とな
った街なか●●●●」。●に入るのは？

はがき、ファクス、Ｅメールに、答えと
住所、氏名(ふりがな）、年齢、電話番号
を書いて、１月29日(金)(必着)まで、
〒010－8560秋田市役所広報課
ファクス(866)2287
Ｅメール ro-plpb@city.akita.akita.jp

２

１ 応
募
方
法

※答えは１月１日、15日号の｢広報あきた｣の記事中に！

209

毎年恒例、大森山動物園の冬期開園。
今年は１月９日から何月何日まで？

※Ｅメールで応募するかたは、件名を
「広報クイズ」としてください。
※当選した際、氏名の掲載を希望しない
かたは、氏名と一緒にペンネームなど
をお書き添えください。

●12月18日号の当選者
前回のクイズの答え 問１＝「路」上駐車　問２＝「４代目」
応募総数134通、全問正解133通でした。
当選者 あいちゃん(牛島)、秋田の白ゆり(茨島)、菅原勝彦(千秋)、とし(保戸野)、ばあちゃん(新屋)
ばばちゃん(南通)、平野剛(桜)、モエのバアチャン(東通)、ゆずゆず(川尻)、わんこ(下新城) ＝敬称略＝

読者のひとことは
６～７ページで紹介！

案 内
リサイクルプラザ訓練生

くんれんせい

募
ぼ

集
しゅう

福
ふく

祉
し

の職
しょく

場
ば

体験
たいけん

申し込み

１月18日(月)午前９時から
土崎公民館☎(846)1133

育英会
いくえいかい

の学生
がくせい

寮
りょう

入
にゅう

寮
りょう

生
せい

募
ぼ

集
しゅう

新春将棋大会
２月７日(日)
午前10時～午後４時

会場

日時

段と級に別れて対局。年
齢不問。参加費1,500円
(昼食代含む)。先着50人。

土崎公民館

秋田市新春
市民交流将棋大会

小学生以上が対象です。クラス別のトーナ
メント戦。入賞者には「第67期名人戦七番
勝負」の本ほか豪華景品を贈呈！　実力に応
じて参加クラスを変更する場合があります。

１月31日(日)
文化会館５階

大人1,500円
小・中学生500円

A ３段以上　
B 初段・２段
C 級位

往復はがきに、参加クラス、住所、氏名、電
話番号を書いて、１月25日(月)(必着)まで、
〒010-8560 秋田市役所商業観光課「市民
交流将棋大会申込」係へ。☎(866)2112

申
し
込
み

参加費
(昼食含)

ク
ラ
ス

第67期将棋名人戦記念

２月７日(日)午後零時30分～

秋田県地方分権推進フォーラム

秋田ビューホテル４階(飛翔の間)
分権型社会の主役は地域のみなさんです。

地方分権を一緒に考えて、秋田を元気にし
よう！　参加無料。定員500人。

申し込み ２月１日(月)まで、県分権改革推進室☎(860)1085 ファクス(860)1056

東国原英夫・宮崎県知事

講演 東国原英夫・宮崎県知事

出
演

パネルディスカッション　●青山彰久さん(読売新聞東京本社編集委
員)●勝又美智雄さん(国際教養大学教授)●千田謙蔵さん(横手ひら
かNPOセンター理事長)●松葉谷温子さん(あきたエンパワPLACE・
06理事長)●佐竹敬久・秋田県知事

将将棋棋をを楽楽しし
ももうう！！

(受け付けは午前９時30分～)
午前10時～午後４時

分権時代の地域づくり
秋田で元気に！
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料費2,000円。先着15人。
日時／２月５日(金)・12日(金)・19
日(金)・26日(金)、午前９時30分～
正午　会場／南部公民館
●申し込み １月18日(月)午前９時
から南部公民館☎(832)2457

「源氏物語」などの古典文学に見る
女性像について、秋田大学名誉教授
の佐々木久春さんが話します。無料。
日時／２月６日(土)・13日(土)・20
日(土)、午前10時～11時30分　
会場／サンパル秋田(大町の秋田ニ
ューシティ５階) 定員／先着80人
●申し込み １月18日(月)から生涯
学習室☎(866)2245

秋田駅東口から無料送迎バスあり。
対象／20歳以上のかた　日時／２
月７日(日)午前10時～午後３時
会場／太平山自然学習センター「ま
んたらめ」 参加費／1,000円(昼
食・材料費含む) 定員／20人(応
募多数の場合は、１月22日(金)午前
10時から同センターで公開抽選)
●申し込み はがきに住所、氏名、
電話(ファクス)番号を書いて、１月
21日(木)(必着)まで、〒010-0824
仁別字マンタラメ227-１　太平山
自然学習センター☎(827)2171

会場は大町にあるサンパル秋田。申
し込みは１月18日(月)から女性学習
センターへどうぞ。☎(824)7764
効果的な会議の進め方 仕事や社会
活動での会議の効果的な進め方を学
びます。講師はNPO法人日本ファシ
リテーション協会の伊藤晴美さん。
日時／２月９日(火)・16日(火)・23
日(火)、午後６時30分～８時　
参加費／無料　定員／25人　
「世代の経済学」からみたマニフェ
スト学習 次世代の視点から政治・

経済政策を考えます。講師は秋田大
学教育文化学部准教授の島澤諭さ
ん。託児あり(先着５人)。日時／２
月15日(月)・22日(月)、午前10時～
正午　受講料／無料　定員／40人
生活の中でいかせるカウンセリング　
良好な人間関係を築くため、自己を
知り、他者を理解するカウンセリン
グの基本を学びます。講師は秋田大
学教育文化学部教授の高田知恵子さ
ん。託児あり(先着５人)。日時／２
月16日(火)・23日(火)、午前10時～
正午　受講料／無料　定員／25人

会場は秋田テルサ。時間は午前10
時～午後１時。受講料各1,800円。
定員各16人。申し込みは秋田テル
サへどうぞ。☎(826)1800
チョコケーキとエンゼルケーキ ２月５日(金)
米粉シフォンケーキ ２月10日(水)
わらび餅とまんじゅう ２月15日(月)

御所野にある弥生時代の史跡「地蔵
田遺跡」を案内するボランティアガ
イドの養成講座です。受講無料。
日時／２月13日(土)・20日(土)、午
後１時30分～３時30分　
会場／サンパル秋田　定員／20人
●申し込み １月18日(月)午前８時
30分から文化振興室☎(866)2246

秋田民話の会の長谷川ミオ子さんが
秋田の昔話を語ります。１月19日(火)
午後１時30分～３時30分、東地区コ
ミセンで。無料。直接会場へ。詳し
くは、東部公民館へ。☎(834)2206

再就職を希望する女性と企業の人事

担当者の交流会です。無料託児あり。
交流会終了後、希望者は再就職につ
いてのグループワークに参加できま
す(午後１時から。定員６人)。
日時／１月26日(火)午前10時～正
午　会場／サンパル秋田　
参加費／無料　定員／30人
●申し込み (財)21世紀職業財団秋
田事務所☎(866)2100

寄付された品物を必要な人が値段を
決めて買い、売り上げを社会活動の
ために貯める「わらしべ貯金箱」を
開催。１月27日(水)から１月31日
(日)まで、午前10時～午後７時(最終
日は午後３時まで)、秋田ニューシ
ティ１階で。詳しくはSiNG代表の
武内さんへ。☎090-2363-0398

河辺の賀茂神社神主の榊武繁さん
が、「人生峠」と題し講演。１月30
日(土)午後２時～３時30分、河辺総
合福祉交流センターで。入場無料。
先着40人。申し込みは、１月16日
(土)午前10時から中央図書館明徳館
河辺分館へどうぞ。☎(881)1202
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２月４日(木)・18日(木)９:00～11:40
２月 ４日(木)13:30～16:30
２月18日(木) ９:00～11:40
２月 ９日(火)14:00～16:00
２月12日(金)13:00～16:00
２月16日(火) ９:00～12:00
２月16日(火)13:00～16:00
２月 ５日(金)13:00～16:00
２月10日(水)13:00～16:00
２月18日(木)13:00～16:00

相談の順番は、当日の先着順で
す。直接市役所１階の市民相談
室にお越しください。

予約は１月19日(火)午前８時30
分から、電話または市役所１階
の市民相談室で受け付けます。
☎(866)2039

市民相談室

土崎支所

市民相談室

市民相談室

法　律

司法書士
年金・社会保険
遺言・相続

行政書士
行　政

人権・困りごと

問

要
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約

予
約
不
要

相談の種類 相談日時 定員 申し込み相談場所
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夫婦関係や相続、遺言、多重債務な
どの相談に応じます。１月22日(金)
午前10時～午後３時、山王七丁目
の裁判合同庁舎で。直接会場へ。詳
しくは秋田調停協会☎(824)3121

調停相談

行政書士相談

遺言や相続、契約、法人設立、農地
転用、許認可などの相談に面接・電
話で応じます。第３木曜日、午後１
時～４時、秋田県教育会館４階(山
王四丁目４-14)で。☎(864)3098
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再
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流
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18



秋田経理情報専門学校の学生が作っ
た勉強ゲームを体験！　申し込み
は、１月21日(木)午後５時まで同校
中通キャンパスへ。☎(832)8303
対象／小学４年～６年生　
日時／１月23日(土)午後１時～３時　
会場／東部公民館　参加費／無料　
定員／20人(応募多数の場合は抽選)

プロ棋士がやさしく教えます。親子
歓迎。受講無料。
日時／１月24日(日)午後１時～５時
会場／秋田囲碁センター(中通二丁
目１-36 マグナスビル６階)
●申し込み １月23日(土)まで日本
棋院秋田県本部☎(833)6976

小学生～高校生の親子が対象です。
ザッハトルテとトリュフチョコ作り。
日時／２月６日(土)午前10時～正午
会場／土崎公民館　材料費／１人
500円　定員／先着12組
●申し込み １月19日(火)午前９時
から土崎公民館☎(846)1133

チョコブラウニーとブイヤベース風
たら汁を作ります。定員６組(抽選)。
対象／小学生の親子　日時／２月６
日(土)午前10時～午後１時　会場／
東部ガス(楢山) 参加費／１組500
円(子ども１人追加ごとに200円)
●申し込み １月29日(金)まで、子
育て応援seed☎050-7559-8999

植物や動物の名前などを学びます。
対象／小学１年～３年生　日時／２

月13日(土)・20日(土)・27日(土)、午
前10時～正午　会場／河辺公民館
受講料／無料　定員／先着15人
●申し込み １月18日(月)午前９時
から河辺公民館☎(882)5311

現代社会の知識を学び、親睦をはか
ります。応募多数の場合は抽選。
対象／60歳以上のかた　日時／４
月から３月まで毎月２回、午後１時
30分～３時　会場／中央公民館(４
月から文化会館内に移転) 会費／
入会金1,000円、年会費3,000円
●申し込み　はがきに住所、氏名、
生年月日、電話番号を書いて、２月
１日(月)(必着)まで、〒010-1606
新屋寿町４-21-７　佐藤了司さん

☎(863)0160

高齢者、または身体に障害があるか
たでキーボードを操作できるかたが
対象です。会場は遊学舎(上北手の
日赤病院近く)。時間は午前10時～
正午。参加費各8,000円(テキスト
代含む)。定員各５人。申し込みは
NPO法人あいへ。☎(829)1113
ワード ２月８日(月)から24日(水)
までの月曜・水曜・金曜日に８回
エクセル ３月１日(月)から24日
(水)までの月曜・水曜日に８回

一人の読書では味わえない、本とお
茶、人との語らいを楽しみませんか。
日時／１月20日(水)・27日(水)、２
月３日(水)、午前10時～正午　会
場／土崎図書館　お茶代／300円
●申し込み １月16日(土)午前10
時から土崎図書館☎(845)0572

約32㌔のみそができます。１月21
日(木)午前９時～午後１時30分(河
辺の岩見温泉に午前８時50分集

合)。参加費13,500円(材料費、た
る代、昼食代含む)。定員16人。
●申し込み 河辺農産加工組合の加
藤さん☎(883)2711

精神障害者の家族会づくりについ
て、こころのクリニック院長の豊田
洋さんが講演。無料。直接会場へ。
日時／１月23日(土)午後１時～４時
30分　会場／サンパル秋田(大町)
●問い合わせ のぞみ地域活動支援
センターの阿部さん☎(863)4481

安東実季の生涯 １月28日(木)
湊安東氏ゆかりの社寺 ２月９日(火)
時間／午後１時30分～３時
会場／土崎公民館　受講料／無料　
定員／先着各40人
●申し込み １月18日(月)午前９時
から土崎公民館☎(846)1133

町内の自主防災や地域福祉がテーマ
の活動発表など。無料。直接会場へ。
日時／２月５日(金)午後１時30分～
３時40分　会場／文化会館
●問い合わせ (福)秋田市社会福祉
協議会☎(862)7445

若年者が職場に定着できるためのス
キルを学びます。時間は午後１時～
４時。無料。申し込みはフレッシュ
ワークAKITAへ。☎(826)1735
入社３年以内の若手従業員向け テ
ーマは「雑談力」。２月５日(金)、中
央シルバーエリア(御所野)で
管理職向け テーマは「ビジネスコ
ーチング」。２月10日(水)、パーテ
ィーギャラリーイヤタカ(中通)で

糸の先に布製の人形などをつるして
飾る「つるし飾り」を作ります。材
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除雪車が縮める人と人の距離 ヒサト



昭和28年ころの秋田駅前。にぎやかそうですね。
レトロな雰囲気のバス、時計が印象的な駅…。

たくさんの人がバスや汽車、電車で行き来していた時代。
当時、バスの利用者は１日あたり２万4,700人にものぼっていました。

今では自家用車が当たり前ですが、
車をちょっと休ませ、昔を思い出しながらバスに乗ってみませんか？

和服姿の女性も印象的ですね

●
秋
田
の
昔
を
、
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

あ
き
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

広報あきた 編集発行■秋田市役所広報課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１ ☎018(866)2034 秋田市ホームページ ■ http://www.city.akita.akita.jp/
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